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中東諸国でも、現在22か国で生殖医療を受けることが可能であり、生殖補助技術の利用が広く支持されて

いる。しかし、提供精子・提供卵子、提供胚、代理出産等、第三者のかかわる生殖医療については、中東

諸国のほとんどが文化的、宗教的な理由から認めていない。このような状況の中で、イランは第三者の関

わる医療を選択する道も開いており、近年では幹細胞研究や男女の産み分けなどもおこなわれるように

なってきている。そこで本セミナーでは、イランにおいて、第三者のかかわる生殖医療がどのようにとら

えられ、家族や親族の関係にどのような影響を及ぼしているかについて、オックスフォード大学の

Soraya Tremayneさんに講演していただく。
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～第三者のかかわる生殖医療の事例から～

イランにおける先端生殖医療が

家族や親族にもたらしている影響

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/~nagasawa/


